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 Abstract  : 
 We developed a new molecular model using the socket and dimple method, which improved on the pointer method. To reduce 
the pointer work, a styrene foam ball having round dimples for  sp' hybrid orbital, triangular dimples for sp2 hybrid orbital and three 
orthogonal lines for  d2sp3 hybrid orbital on its surface was developed. And the socket having a rim and an anchor was also 
developed to be inserted in the styrene foam ball. Soft polyethylene pipes were used as chemical bonds. The use of molecular 
modeling in science classes was made easier by this new method.
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開発 した。また,ポ イ ンター方式をべ一スとした中学
化学反応学習キット(4・5)を開発 している。現在,(株)
ナ リカ(旧 中村理科工業)か らカタログ販売されてい
る。 これらの分子模型教材の普及を図るため,福 井県








ディンプル付球 と結合パイプの差込 ソケットを開発 し










試作 ソケッ トには,袴 がなかったため,結合パイプを
押 し込む際に陥没する不具合があったが,袴 を装備 し
たことでその不具合が効果的に解消 された。また,ア











































を結合パイプ として採用 している。軟質ポ リエチ レン
パイプは,適 度なしなりがあり,大きな負荷がかかっ
ても折れた り破断 したりすることはない。また,歪 の
大きな分子模型を制作す るときにもそのしなやか さが
あるため十分対応できる点で優れた特性を有している。
























④ ソケ ッ トの埋め込み
小型 ソケ ッ トを埋 め込む場合 は,発 泡 スチ ロール球
に竹 串で ソケ ッ ト導入 穴を 中心 に向けて開 け,ソ ケ ッ
トアンカー部 にボン ドをつ けてや る と,ボ ン ドですべ
りが良 くな りス ムー ズに ソケ ッ トを埋 め込む こ とがで
きる(写 真4)。 一方,大 型 ソケ ッ トは,上 述 に方法 で
はなかなか埋 め込む ことがで きない。 そ こで,専 用 の
穴 あけ ドリル を用 いて,ボ ー リングす る。 開 けた 穴に
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外径3mmまたは8㎜ の軟質ポリエチ レンパイプを適当






(14)で,同 意 を得 て福 井県 内の中学高校理科 化学担 当
教員 による実践授業 のための研修 を行 った。参加者33
名 のアンケー ト調査(JST・SPP様式5-1(h)教員研 修 ・
受講者用090518)から,先 ず,Q6で 参加 の 目的 を調
べ る と,
Q6今 回の研修参加 の 目的 は何 です か?(複 数
回答可)(回 答者数33名)
① 研修 内容 を授業 に活 かす こ と(29名,88%)
② 自己研鐙(16名,48%)
③ そ の他(1名:分 子模 型がほ しかった。できれ
ば学年生徒分,3%)
88%の教員 は 「① 研修 内容 を授業 に活かす こと」 と答
えた。
また,Q7とQ8で,新 しい ソケ ッ ト ・デ ィンプル方
式 による分子模型活用研修 がそ の 目的にかなったか ど
うかを調べ る と,
Q7当 初の研修参加 の 目的 を達成す ることが で
きま したか?(回 答者数33名)
① 達成 できた(14名,42%)
② どち らか といえば達成 できた(19名,58%)
③ どち らともいえない(0名,0%)
④ どちらか とい えば達成 できなかった(0名,0%)
⑤ 達成 できなかった(0名,0%)
Q8今 回の研修は,あ なたが授業の中で活かす





全員 がQ7の ① と② で 「ほぼ達成 できた」 と解釈 でき
る。 また,Q8の 設 問では,91%の 高 い割合 で 「授業
の中で活 かす こ とができる」と回答 してい る。③ の 「わ
か らない」 と答 えた教員 は,授 業 で理科 を担 当 しない
とのこ とである(イ ンタ ビュー による聞取 り調査)。
さらに,上 述のQ8で 「① はい」 と答 えた30名 の参加
者 に対 して,次 のQ9-1お よびQ9-2の 設 問 を行 っ
た。










③ 児童生徒が実験 ・観察等の体験活動を行 うこ
との重要性や効果を認識す ることができた
(12名,40%)































ことがおおきな成果 とな り,この教材を活用 して授業
に活かそ うとする積極的な姿勢が見 られた。今回参加


















⑥ すぐに授業で使える教具をもらった りつ くっ
たりでき大変有意義でした。
その後,研修を受けた教員は,各自の授業で実践 し,
























水素,メ タン,エ タノールな ど分子の燃焼反応を担当
教諭独 自の教材 として発展させて生徒の興味関心を高
めながらわか りやすい授業展開がなされた(写 真7)。




① とても難 しい所で したが,や りかたがわかっ
てよかったです。
② エタノールの燃焼は難 しかったです。
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⑥ 模型やシールを使 うことで,化 学反応式がと
てもよくわか りました。
授業実施者のコメン ト
① 授業計画が不十分であったため,時 間が足 り
なかった。






























ハ ウがほしい」 との要望が多く寄せ られた。た とえば
遺伝子DNAの仕組みをわかりやす く提示する方法など
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